
ハグロトンボと舞岡川の水質
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ハグロトンボについて
本州・四国・九州に分布している。

羽が黒く胴体が細いことが特徴。
1965年頃に横浜からほぼ絶滅したと思われていた。

しかし1995年に金沢区の侍従川にて再発見。

以後各地で確認されるようになり調査も開始される。

ハグロトンボの生育には綺麗な水質や水生植物が必要

⇒ 環境指標になる生物と考えられている



これまでの研究

今までの科学部の研究で分かったこと

ハグロトンボの復活は周辺地域の下水道によるもの

近年は舞岡川の水質がアルカリ性に近づいている

⇒ 魚の大量死の発生



舞岡川と科学部の活動について

•舞岡川は学校近くの舞岡公園付近を源流とし、柏

尾川に注ぐ河川です。科学部では、舞岡川の水質

とハグロトンボを中心とした生物との関係を調べて

います。



主な調査内容

1.水質の調査
2.ハグロトンボの分布の調査
3.その他の生き物の調査



水質の調査内容

１）パックテストやｐＨ機などを使って舞岡川の
水質を調査している。

２）調査内容をもとに水質の状況の傾向を調
べている。



調査地点：舞岡中学校前

舞岡川の水質調査結果

5月20日（木） 5月25日（火） 5月28日（金） 6月1日（火） 6月3日（木） 6月15日（火）

気温

水温

COD

亜硝酸

リン酸

アンモニウム

pH

電導度

水の色

水の量

増水の有無

天気



ハグロトンボの分布の調査

１）ハグロトンボを見つけたら地図の見つけた場所に
シールをはるよう全校生徒に依頼している。

２）舞岡川にいるハグロトンボの羽に番号を書いて追
跡調査・記録する。



１）ハグロトンボを見つけたら
地図の見つけた場所に
シールをはるよう全校生徒
に依頼している。

ｃハグロトンボの分布の調査



・川から離れたところにも
ハグロトンボが見られた。

・学校内でハグロトンボが
見られることも多かった。

ｃ２０２１年の調査結果

舞岡川



２）舞岡川にいるハグロトンボ
の翅に番号を書いて追跡
調査・記録する。

ｃハグロトンボの分布の調査



その他の生き物の調査

•学校内にある池のミジンコ
などの観察、 舞岡川にい
る魚などの飼育をしている。



•ハグロトンボを飼育するために現在飼育装置を製作
している。

その他の取り組み



まとめと今後の活動について

【まとめ】

舞岡中学校科学部では、部員だけでなく全校生徒の協力を得ることによっ
て、ハグロトンボがどこに多いのかなどの統計をとっている。

また、ハグロトンボ以外の生物の調査も進めている。

【今後の活動】

ハグロトンボの飼育装置を完成させて、ハグロトンボの生態をより詳しく調
査する。

池の環境をよくすることで生態系がどのようになっていくかを調査する。


